





































く、 「往昔弘法大師、大伽藍造営し給ふに、 ろはにほへとと長斧を作り、番匠におしへしめ、材木の番付となさし 給ひしより、童蒙の手習初となれり と。仏教 説教臭 ほと
図 1　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）
図 2　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）
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館長ヘンドリック・ドゥーフがフランソワ・ハルマ『蘭仏辞典』 （一七二九）をもとに、オランダ通詞の協力を得てほぼ完成させた蘭和辞典、いわゆる「ヅーフハルマ」もアルファベット順の一般語辞典である。 「ヅ ハルマ」は文政年間から蘭学塾に写本の形で広まり、それまでの「江戸ハルマ」（寛政八年一七九六成）に頼っていた蘭学生たちのオランダ語力を飛躍的に高めた。蘭学生たちは「ヅーフハルマ」の筆写をとおして、アルファベット順配列に親しんだ。
また、文政年間から先進的な蘭学塾では、オランダ語医書








































































































tenpo jaar （ 」 （天保元年）と書
き入れ、後に「
tenpo jaar 1 」 （天保五年）と訂正したことが
分かる。すなわち、最初の坪井塾安懐堂で天保元年に編集され、のち天保五年までに増補されたものと思われる。宇田川
榛斎（玄真）は坪井信道の師であり、後援者であった。見出し語は主として次の蘭方薬物書三種（いずれも宇田川玄真訳・宇田川榕庵校）からオランダ語・ラテン語の薬名二三六八語を選んでアルファベット順に配列し、訳語を採用した薬物書は次のごとく（薬） （名） （補） 略号で示される。











































W. d. G, Sinzai enz.
 Te edo,
　　　　　tenpo jaar 1 <（>
Verzameling / van de / Kunstwoorden, 
/ Betrekkelijk de genees- / middelen, / 
door M.O. kenzoo / en daarna verbeterd 
en zeer / vermeerderd, zelfs alphabe- / 
tisch gerangschikt / door O.G. Sanpij. / 
te edo, tenpoo 1.































ルマ」を三部筆写して学費を得たことで知られる。坪井信道塾からは大坂で適塾を開いた緒方洪庵（一八一〇〜六三）のほかに、幕府蕃書調所教官となった川本幸民（一八一〇〜七一） 、京都で蘭学塾時習堂 広瀬元恭 二一
〜
七






















































































































erkletter 、ローマン書体大文字立体） 、 「ロームスレツテ
ル」 （
rom
einsche letter 、ローマン書体小文字立体） 、 「テレ
ツキレツテル」 （
trekletter 、筆記書体小文字） 、 「ドルクレツ
テル」 （
drukletter 、ゴシック書体小文字） 、 「イタリヤーン
スレツテル」 （
italiaansche letter 、イタリック書体小文字） 、
「イタリヤアンスホウフトレツテル」 （
italiaansche 
hoofdletter 、イタリック書体大文字） 、 「ホウフトテレツキレ
ツテル」小文字（
hoofdtrekletter 、筆記書体大文字）の七つ
の書体で表示している。 「いろは」四十七文字に、 「ば」 「ぱ」「ぼ」 「ぽ」など濁音、半濁音の文字を加えてアル表記を対応させているのが特徴的である（図
（1） 。
著者の廬橘菴田宮仲宣（一八一五没）は戯作者であるが、
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D a s  ／ d e u t s c h e ／  l e s e -
u e b u n g s b u c h ／  z u m  ／
Gebrache[s ic ] ／ für ／ die 
Schüler ／ welche die deutsche 
／ Sprachlehere zu ／ lernen ／
beginnen. ／―　／ ASWAKEN.
／ Fünftes Iahr von Meidjj.

























an ）の大文字（一オ） 、小文字（一ウ） 、アル
ファベット筆写体（
T
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料に混じって、日本文化の基調をなす和歌や俳句、漢文にかかわる異文化交流史資料も含まれる。ここでは、その中から、欧州の日本学黎明期にパリで日本語日本文学を教授したフランス人学者レオン・ド・ロニーの『日本語考』 （パリ、一八五六） 、クナシリ島でアイヌ風俗を詠った旗 羽太正養（はぶと・まさやす）の「蝦夷地歌仙」 （一八〇一） 、商館長ヘンドリック・ドゥーフ 俳句を収録した『四海句雙紙
　
初








inguae Japonicae 』 （ライデン、一八三五）
をもとにほとんど独学で日本語を身につけ 。その日本語研究の最初の成果をまとめ、 開国後の欧州における日本語需要に応えるべく、当時欧州東洋学の中心地となっていたパ






























































































































SECOND EXERCICE DE LECTURE.
TEN-DZI-TEN-Wō
           aki no ta no 
                    kari  fo  no
                             ivo no
                     toma wo
              arami
                    waga koromo de va
 tsǒ  yǒ ni nǒre tsǒ tsǒ. 　　　 
En automne, on fait la moisson dans les champs.
La natte qui couvre ma cabane
est  à claire­voie.
 Mon vêtement est mouillé par la rosée.　　
 Le dairi Ten­dzi­ten­wō　　















さゝかの注釈を標に掲ぐ」とある もかかわらず、注は標注（頭注）ではなく、本文中に置かれている。しかも、洋学文庫本が長句短句を合わせ書きしたものに、主に長句を対象として短い頭注を施しているの 対 、国会図書館本は長句と短句を分かち書きにして、長句短句それぞれに詳しい注を加えているのである。
右芸州君の歌仙、いまだ蝦夷地に游バざるものゝ暁し難からん事を思ひ、いささか注釈を標 掲ぐ、享和癸亥夏
図 26　蝦夷地歌仙［16549］
















（一八〇六）九月、カラフトを、ついで翌年四月に、エトロフを襲撃した露寇事件の責任を問われ、松前奉行を罷免になる。文化五年には長崎港にイギリス船フェートン号が侵入した。オランダ商館長ドゥーフは露寇事件と 事件への対策を迫られた幕府に協力しつつ、オランダの権益を守るために不利な国際情報を秘匿した。しかし、文化八年（一八一一）にクナシリで捕縛されたロシア船ディアナ号船長ゴローニンが部下とともに松前で幽閉中に、彼 部下ムールが松前奉行に差し出し 陳情書（文化九年四月五日付け）によって、幕府はナポレオン戦争下の新しい欧州情勢を知ることにな た。
文化年間はオランダ文法知識の普及と蘭和辞典「ヅーフハ
ルマ」の成立によって、それまでよりも正確な読解が可能になり、蘭学 発展期にあたるが、同時に幕府ロシア、イギリス、フランス三国がオランダにまさる世界的列強であることを幕府がようやく認識し始めた時代でもある。
ブック 1.indb   177 2017/02/24   11:39:36
178
時代は下って、いわゆる安政の開国によって安政六年六月
（一八五九年七月）に開港し、長崎に代わる西欧文化受容の窓口になった横浜では、大小さまざまな横浜絵と呼ばれる錦絵や片々たる木版の横浜案内記が大量に生産消費されるようになった。黒船ショックで巻き起こった蘭学ブームはまだその勢いを保っていたが、そうした案内 のひとつ、 「横浜見物手引」には、 「イキリス」 「オロシア」 「フランス」の商人、フランス墓、オロシヤ墓、イギリス墓まで描かれているのに対し、かつて長崎案内記に描かれ よ なオランダ人、オンダ墓はもはやみられない。ちなみに、この案内記に捺 れた印文「漂譚楼」 （図
11）は『漂流奇談全集』 （一九〇〇）や





年まで事実上フランスの属国になり、ナポレオン戦争の余波でバタビアから交代の新任商館長が来なくなったため、一七九八年の来日から数えれば、一度バタビアに帰っているものの、一 一七年に離日するまで 都合十九年間日本滞在を余儀なくされた。そのため、 際好きの人柄と才気によって、俳句を作るほどに日本語が上達した である。
ドゥーフ以前に出島のオランダ人が俳句に接した珍しい例






































bats （1（1 april dertiende dag （ヘンドリック・ドゥーフ跋、
一八一六年四月第十三日）とすべきであろうが、綴りの誤りの原因は分からない。
ドゥーフのもうひとつの句は、文化十三年（一八一六）七
月に江戸で出版された『四海句雙紙初編』 （二巻一冊）とう句集に収録されている 江戸の画家で俳人 玉蕉菴こと白川芝山が諸国の蕉風俳人の句作を編集したもので、洋学文庫の『四海句雙紙初編』は表紙 左上端の題簽がほ んど剥落していたためか、扉題 「四海句雙紙」の題字と「諸州蕉門名家四時句集之巻」の朱印 部分を切り取り、表紙の元題簽
の右脇に貼っている。
この句集の第二巻には、諸国の俳人の四季の句に加えて、
漢詩人や外国人の珍しい句を集めている。京都から江戸に移り画塾を開ていた関係で京都の学者文人と交友のあった玉蕉菴は、まず相国寺の禅僧で漢詩人 大典が東行の際に富士山麓をみて作った句（思ひきや愈なりけり不二の山）や儒者・漢詩人の皆川淇園 訪ねた際 淇園が初めて作った いう珍しい句（粒梨子も百日立てば弐百文）を載せ
ドゥーフの句は、文化八年（一八一一）の朝鮮通信使の一















































茶屋の説明によれば、祇園社の南大鳥居の内、西側に昔から茶屋があり、慶長の頃に東側に 建てて東西両翼 よう なり二軒茶屋というようになったという。また「此茶店今ハいにしへに変りてつねに菽腐（とうふ）を剪（きり）て田楽の
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洋学文庫にみる日本文化

























史の観点から、二つの重要な意義 持つ。第一に、欧州 最初に作られた漢文訓読法を学ぶための教科書であり、日本文化を理解する上で必要不可欠な漢文知識を漢学育ちの留学生、津田と西が欧州人 初めて本
図 29　大学　和字旁訓　標題紙（扉）
［32781］　　　　　　　
THE GRAND STUDY / (TA HIO OR DAIGAKU) 
/ ― / PART I. / THE CHINESE TEXT WITH　
AN INTERLINEARY JAPA- / NESE VERSION, 
/ EDITED BY / Dr. J. HOFFMANN. / LEIDEN, 
/ ON SALE BY E.J. BRILL. / （111.
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大枝流芳が京、大坂 江戸の三都の書林から出版した香道入門書『香道秋の光』の自序に曰く、本書ではすでに世に行われている志野流、米川流 香道具や組香ではなく、 「此道やんごとなき御家の法を伝へ聞し其かたち寸法ま を図して」香道具の作り方を初心者や遠方の人のために示す。組香も志野流、米川流のものではなく、 「中古組十品」には「中
古の人の組みをける名高く面白き組を撰びのせ」 、 「新組十品」には「近頃人々の組みをけるを集めて余が組る所の組香を添」えたという（京都大学文学部図書館所蔵本による） 。こうした新機軸の入門書の出版を通して、当時の香道流行ぶりがうかがわれる。大枝流芳は需要に応え 続々と香道書を著した。平賀源内の火浣布発見
香道と蘭学を結びつけたのは物産家にして戯作者の平賀源
内であった。源内は明和元年（一七六四）博物学者の中川淳庵と秩父山中で「火浣布」を し、 「火浣布」で香敷を作ることに成功した。火浣布は漢語で、火で浣（あら）うことのできる布を意味 、アスベスト 指す。香敷は銀葉ともいい、香道で灰の上に置き香を焚くのに用いる方形の小片で、普通、雲母片で作る。中国では隔火という。
源内は火浣布で作った香敷を青木昆陽に頼んで、こ 年江
戸に来たオランダ商館長ヤン・クランス一行に見せたり、長崎の中国商人への販売を試みたりして、その経緯を述べた『火浣布略説』 （一七六五）を刊行し、火浣布ブームを引き起こした。最初の蘭学通俗書、後藤梨春の『紅毛談（おらんだばなし） 』 （一七六五）もエレキテルとともに、火浣布 取り上げた。




















孫引きした源内はこの項目の末尾に典拠として『遵生八牋』の書名があるところから、 『遵生八牋』に火浣布製の香敷の記事があると信じたようである。 『遵生八牋』は高濂（こうれん）の著した明末の日用百科事典で、書名は養生あるは人生を豊にするための八篇（牋） 、という意味である。その巻十五の燕間清賞牋に「焚香七要」の章があり、第五項に確かに「隔火」の説明がみえる。 かし、管見に入った版を見るかぎり、火浣布で隔火を作 記事は全くない。巌信の右の引用文中、傍線部は『遵生八 』の増補版で重 り 確認できるので、巌信の利用した版については後考に待ちたい。
源内が漢籍から得た火浣布説はこのように間接的で文献学
的な根拠を疑われるものであったが、西洋 火浣布説につ
ブック 1.indb   183 2017/02/24   11:39:37
184
ても、源内は商館長ヤン・クランスに随行してきたオランダ通詞の楢林重右衛門や今村源右衛門からの耳学問によって、火浣布はオランダに産せず、往古トルコに産したが今は産しないことを教えられ、ラテン名やオランダ名、火浣布記事を載せる蘭書の名前を知ったに過ぎなかった。源内の「火浣布説」に曰く、




























































































も研究した良沢 、ウォイトの他 ボイス編訳『新修 芸百科事典』と「諸術秘蔵」のアスベスト記事などをもとに、オ
ランダ語の原文から漢訳「火浣布」 （一七八三年頃か）を著し、火浣布の名称、産地、種類、形状、薬効を第一図から第五図までの挿図付きで説明している。
この訳稿は宇田川玄随（名は晋（すすむ） ）が蘭学グルー
プの訳稿を編集した「蘭畝俶載」 （早稲田大学洋学文庫および牧野文庫所蔵）に収録されており、訓点付き本文八五〇字余、挿図も含めて三丁余 分量である。末尾に 晋按ずるに此篇に訳する所、皆な諸術秘蔵、医学宝函、及び斐斯（ボイス）等
の説に拠る。而して此の図は諸術秘蔵に出づ」 （原漢
















abinet der natuurlyke historien, w
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る。この雑誌は動物、植物、鉱物のうち特に鉱物が詳しく、アスベスト記事は第八巻の一七二三年一月・二月号の第一八節から第二九節まで（





ウの古渡り本を確認した。若林正治氏コレクション ひとつである。スモール・オクターヴォ版全九巻 うち、第二巻と索引巻の第九巻が欠けた不揃い本であった。装丁は羊皮紙装で、各巻背表紙に 号を示す数字が墨書されている（図
1（） 。
七巻を隙間なく収納できるように特別に仕立てた木箱の蓋







































































































istorie, en eerst van 
die der H
ebreërs. ） （
p.111 ） 、 「最初の博物誌著述家神人モー
ゼの生涯につい」 （
van het L

































































































































































































































































































































も「おらんだ俗話」 （一七九八成）で、左記のようにラーナウをハーフタイトルで呼んでいる。しかし こ 場合も所蔵者は不明である。























ず、幕府医官で蘭学者の桂川甫周が候補に挙げら る。森島中良は『紅毛雑話』 （一七八七）の「火浣布」の章で、兄の甫周が江戸に来たフェイトと火浣布を見せ合うなど、親 く交流した模様を活写している。甫周は良沢の門人であり オランダ語によく通じていた。しかし、ラーナウを収めた木箱の蓋に付けられた漢字「日」のラベルがオ ンダ語 通じ甫周 ものとは考えられない。
甫周や良沢と同じ蘭学グループに属し、交流のあった大名
クラスの人物といえば、良沢の門人でパトロンでもあった、凰翔公子（ほうしょうこうし）こと紀州徳川家の九男頼徳
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よって物と言葉を分類、列挙し、情報と知識の伝達、教育に役立ててきた。節用集によって代表されるこの「いろは」文字文化は寺子屋教育の普及 庶民生活に根付き、強固な文化的基盤となった。蘭学の勃興と発展はアルファベット順配列の西洋文字文化と伝統的な「 ろは」文字文化の二重構造を生み出し、この二重構造は明治啓蒙期を経て、近代教育が整備されるまで続いた。アルファベット文字文化への転換は一八二〇年代 蘭学塾における原典主義教育に始まるといってよい。「いろは」文字文化の文学的表現が和歌であり俳句である。十九世紀中頃の欧州を例を取 と、欧州日本学の開拓者レオン・ド・ロニーはパリで和歌文学を講じ、石版によって日本の文字文化を知らしめた。また、ライデンのもう一人の開拓者ホフマンは日本伝統文化の骨格をなす漢学のテキストを自身の開発した漢字活字で印刷した 半世紀遡って文化年間の日本に例を取ると、幕府の蝦夷地取締御用羽太正養がクナシ
リ島でアイヌ風俗を詠じた「蝦夷地歌仙」 、オランダ商館長ドゥーフが京都祇園の二軒茶屋で作った俳句、この二例は我々に一時の安らぎを与える異文化交流史のエピソードである。しかし、羽太とドゥーフはともに、 支配を強化する幕府がロシア、イギリス、フランスの三国を世界的列強として認識し始めた緊張の時代に生きていた。
十八世紀後半、勃興期の蘭学は医学にとどまらず、博物学
的な幅広い好奇心と探究心に支えられていた。火浣布（アスベスト）はエレキテル 同じように、欧州にお ても日本においても、文明の並行現象ともいうべき博物奇品室の流行のなかで、収集と研究 対象となった。日本では 火浣布で香敷（銀葉）を作った平賀源内によって、伝統文化のひとつ香道と蘭学が結び付けられ、火浣布ブームが起きた。そ なかで、江戸 の開拓者、前野良沢はオランダ語事典類のアスベスト項目の翻訳に取り組んだ。しかし、一方で 中国由来の本草学的な知的枠組みのなかで、小野蘭山 代表される日本独自の観察科学的な本草博物学が生まれたものの、蘭学勃興期の蘭学者たちは西洋文法知識と十分 語彙力、そして古代と近代 区別という重要な歴史 持た かっ ため、舶載されたオランダ語の博物書、事典類を正確に読み解くことはできなかった。良沢訳「火浣布」にみる翻訳の実態『解体新書』の翻訳にも劣るほどであった。

















品辞典」 、 『蘭学資料研究会研究報告』第二五三号、一九七一年、および、松田清「坪井信道門人による薬名術語集の成立と展開（上） 」 、 『神田外語大学日本研究所紀要』第
1号（本号） 、二〇一七年、参照。
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